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小学校体育におけるフラッグフットボール授業指導
―「陣地進行型」ゲームの導入方法とその教育的価値についての一考察―
Teaching Flag Football in Elementary School
― Developing an effective teaching method of the regular 5 on 5 flag football game in elementary physical
education ―
藤 木 大 三
＊
Abstract
As the results of the 2017 study review suggest, the necessity for personal flag football playing
experience is the primary concern for any elementary school teachers in physical education classes
wishing to provide enjoyable playing opportunities to their students.
The purpose of this case study is to review the flag football teaching method introduced by Mr.
Hiroki Tanaka, a physical education instructor at Kwansei Gakuin Elementary School, for his 5th grade
flag football classes, a method which mostly focuses upon various defensive strategies including man
and man, zone, and blitz.
Unlike the Japan Flag Football Organization (JFFO)ʼ s teaching guideline, the nationʼ s most
standardized brochure which, presumably, more than 5,200 elementary schools have followed, Mr.
Tanakaʼs teaching innovation is unique in that it tries to transform a frequently played 3 on 2 half court
zoning game into a more competitive 5 on 5 flag football game which has been rarely introduced to the
majority of physical education classes due to limited effective teaching methods.
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［］はじめに
周知の通り、2011年度よりの新学習指導要領施行
により、小学校体育において『陣地を取り合うゴー
ル型ゲーム』の一つとしてフラッグフットボールが
取り上げるようになった。この結果、2014年度現在
全国約20,800校の小学校のうち、約25％にあたる
5,200校以上で授業実施されるまでに普及してい
る
1)
。
新学習指導要領では、「運動が有する特性や魅力
に応じて指導することができるようにするととも
に、低学年、中学年及び高学年において、児童に身
に付けさせたい具体的な内容を明確に示す｣
2)
こと
を重要視していることに基づき、日本フラッグフッ
トボール協会では、そのマニュアルで低学年時
間、中学年時間、高学年時間合計22時間の「指
導計画案」を提示している
3)
。
このように、小学校体育では既に十分に認知され
た感のあるフラッグフットボールであるが、限りあ
る年間単元計画の中で、例えば競技の母体スポーツ
であるアメリカンフットボールのように、攻撃権を
維持しながら敵陣に攻め入ることを繰り返す「陣地
進行型」の指導は、そもそもこうしたマニュアルに
取り上げられていないため、実際には守備側の人数
を減らし回ごとの攻撃で予め定められた得点ゾー
ンにボールを進めて得点の総和で競う、いわゆる
「小学校ゲーム｣
4)
を「フラッグフットボール」と捉
え、授業実践している学校が多数を占めているもの
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1）日本フラッグフットボール協会 HPより https://www.japanflag.org/flag
2）東洋館出版社、2008、「文部科学省小学校学習指導要領解説 体育編」p4.
3）日本フラッグフットボール協会、2011「フラッグフットボールゲーム集」p28-39.
4）日本フラッグフットボール協会、2011「フラッグフットボールゲーム集」、p22.
と推察される。加えて、「思考判断力」、「コミュニ
ケーション力」、「体力｣
5)
を児童個々に確実に身に
付けさせて行くためには、まず教師個々のフラッグ
フットボール理解力と指導力、そして何よりも教師
間の学年学級を越えた相互理解と連携協力が不可欠
であり、こうした教師のフラッグフットボール理解
力と指導力の差異が「小学校ゲーム」止まりの授業
指導となるのか、或いはより競技性の高い「陣地進
行型」の指導へと深めて行けるのかを左右している
ものと考えられる。
こうした中、私学という恵まれた環境ながら、フ
ラッグフットボール授業に他の単元以上に重点を置
き、独創的な授業運営を行っている本学初等部体育
科田中教諭の試みは、その授業内容が当初より「小
学校ゲーム」に止まらず「陣地進行型」の実践を見
据えた内容で構成されている点で、新鮮かつ示唆に
富んでいる。
従って本小論では、田中教諭の授業例を参考とし
て、より競技性が高度で、「小学校ゲーム」以上に
「思考判断力」や「コミュニケーション力」を培い、
体育授業としての教育的価値も高いと考えられる
「陣地進行型」フラッグフットボール授業実践のた
めの、基礎的知見を得ることを目的として論を進め
た。
［］研究方法：
本小論では、本学附属小学校（以下初等部）で、
フラッグフットボール授業を指導する田中教諭より
の授業資料等を基に、公立小学校での授業実践も含
め内外のフラッグフットボール授業関連資料、文献
等を加味しつつ、今後汎用出来得る『陣地進行型』
のフラッグフットボールについて、検証考察するこ
とを試みた。
．用語の整理：
本小論では、混乱を避けるために、フラッグフッ
トボールの源流とも言えるアメリカンフットボール
競技を『フットボール』という呼称に統一した。ま
た、小学校現場で頻繁に行われている、異なる得点
で区切られたエリアにボールを運び、一定の攻撃回
数後の総得点の多少で勝敗を競う試合形式を、日本
フラッグフットボール協会の競技紹介マニュアルに
倣い
6)
「小学校ゲーム」とすることとし、フィール
ドの両エンドに得点ゾーンを設置し、一定の攻撃回
数内でボールを進めながら得点ゾーンを目指すフ
ラッグフットボールを「陣地進行型」ゲームと呼ぶ
ものとする。
．本学附属小学校におけるフラッグフットボール
授業指導：
初等部は、学年クラス（クラス定員30名）
合計540人の児童が学んでいる。また私立小学校ら
しく英語、国語、算数、理科等、ほぼ全ての科目が
専科担当となっており、田中教諭も全学年の体育授
業担当専科教員として奉職している
7)
。初等部で
は、フラッグフットボールがアメリカンフットボー
ルから派生した類似競技であり、ことアメリカン
フットボールに関しては、他に類を見ないほど認知
度の高い本学固有の学習環境を反映して、教材を
「シンボルスポーツ」と位置付け、学校全体での理
解度も非常に高い。こうした、フットボールに恵ま
れた環境下での授業時数は、概ね年〜年の学
期少なくとも時間以上確保されている。このう
ち、特に本稿では、中学年（年生）のフラッグフッ
トボール授業で田中教諭が指導した「小学校ゲー
ム」以降の発展形としての「陣地進行型」ゲーム導
入への経緯を参考とした。表に、初等部体育授業
の年間単元計画を示した
注1)
。
［］「小学校ゲーム」と「陣地進行型」
ゲームについて：
．「小学校ゲーム」の基本ルール：
「小学校ゲーム」とは、日本フラッグフットボー
ル協会資料で紹介されている教科内容で、小学校現
場で実施されている「フラッグフットボール」単元
において、当面の最終到達点とも言える活動であ
る。図に日本フラッグフットボール協会資料を基
に、「小学校ゲーム」の概要を図示した。また、主
なゲームの実施方法や主なルールは次の通りとなっ
ている
8)
。
教育学論究 第 10号 2 0 1 8130
5）日本フラッグフットボール協会 HPより https://www.japanflag.org/flag
6）日本フラッグフットボール協会 HPより https://www.japanflag.org/flag
7）関西学院初等部HPより http://www.kwansei.ac.jp/elementary/elementary_006957.html
注1）田中教諭資料 初等部体育科シラバスより。
8）日本フラッグフットボール協会、2011「フラッグフットボールゲーム集」、p22-23.
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攻撃：
①スタートゾーン中央から、ボールキャリアが後ろ
向き、その他のプレーヤーは前向き（図参照）
から始める。
②手渡しパス、後ろパス、前パス、フェイク、ブロッ
クなどのランプレーやパスプレーを組み合わせ、
高得点を目指す。
③ボールキャリアーが、フラッグを取られたり、落
球したり、サイドラインから出た地点のゾーンの
得点が、攻撃側の回の得点となる。
④手渡しパスや前パスは、スタートゾーン内でのみ
実施出来る。
守備：
①スタートゾーンに入ってフラッグを取ることが出
来ない。この場合は、攻撃側は秒以内にスター
トゾーンを出なければならない。
②ゲームに慣れるまでは、守備側を「対」のよ
うに人減らして実施する（図参照）。
なお、回の攻撃をダウン（down）と称し、
回〜回の down を攻撃側が行った後、攻守を交代
して、最初に守備側だったチームが攻撃側として
回〜回のダウンを行う。これを通常回繰り返し
（チーム合計ダウン数〜10回）、各ダウンの合計
得点の総和で勝敗を競う。
．「小学校ゲーム」の実際と課題（特に「運動量
の確保」と「作戦」について）：
日本フラッグフットボール協会資料では、高学年
（第、第学年）の時間の単元計画案を示し、
その中で「小学校ゲーム」を第時〜時で部分的
に導入し、最終第時の授業は「小学校ゲーム」を
メインとした「フラッグフットボール」大会の実施
を紹介している
9)
。こうした資料を基に、実際に
年生に「小学校ゲーム」を指導した公立小学校教諭
の例
注2)
を基に考察を加えたい。
まず、当該教諭（藤崎麻理香教諭）は、今回初め
て担当する年生にフラッグフットボール授業の指
導を行い、学期の後半部分で「小学校」ゲームを実
施しているが、その結果について次のように述べて
いる。
教育学論究 第 10号 2 0 1 8132
9）日本フラッグフットボール協会、2011「フラッグフットボールゲーム集」、p. 27.
注2）西宮市立高木北小学校藤崎麻理香教諭へのメールインタビュー資料より 2018年月日。
図 対「小学校ゲーム」スタート図
（日本フラッグフットボール協会学校教育資料集より https://www.japanflag.org/book/education)
・実際指導して、一番苦労したのは運動量の確保で
す。−月にかけて季節もいい中で、説明して
動かして、とするとどうしても他の体育の授業に
比べて運動量が落ちるので考慮する必要が（他の
単元とあわせる等）あるな、と感じました。（中
略）
・45分で説明するのはどうしても厳しいので、教室
での説明や作戦タイムも重要だと感じました。雨
の日や朝学の時間を使ったりもしました。
・加えて、やはりビデオを使っての指導は有効で、
ビデオを見せると子どももどんなスポーツなの
か、なぜ作戦を立てるのか、イメージしやすいよ
うでした。
・また、作戦通りに動くことについてどうしても理
解しずらい子がいたのと、チーム決めを練らな
かったこともあったのでチーム間で協力体制の差
が生じました。
・学期を通じて子どもたちは体育以外でも作戦を
考えたり、自分たちでホワイトボードを持参して
話し合いをしたり、時間を重ねるにつれてフラッ
グフットボールに興味を持っているなと感じまし
た。
・子どもの振り返りからも、授業内に反省（振り返
り）の時間を入れるのは重要だなと感じました。
（自分たちで頑張っている、チームを作っている、
という意識が高まる等）
なお、藤崎教諭自身は、大学時代にフラッグフッ
トボールを実際に体験した経験が豊富にある。また
今回は、18年度第学期間に単元として12時間を費
やして、児童にフラッグフットボール授業指導を行
なっている
注3)
。
このように、まず指導者自身のフラッグフット
ボール経験値の有無が、円滑な授業進行に何よりも
大切であろう。一方で、子どもたちが考え作戦を練
ることが、他の競技以上に重要なフラッグフット
ボールは、例えばグラウンドや体育館以外の場所や
時間など、体育の授業外にも、何らかの形で児童同
士が集まりお互い意見交換しながら作戦を練ってい
く、いわゆる「Table Meeting」と呼ばれる時間を
設定することが、活動レベルに比例して不可欠と
なって来る。したがって、フラッグフットボールそ
のもの以前に、まず既存の体育科教育の持つ「体育
は、教室ではなくグラウンドや体育館で身体を動か
して学ぶ科目」という固定概念を払拭する柔軟さ
と、当該校におけるフラッグフットボール単元への
理解と認識、そして教師間の協力体制が、授業進行
には殊の外重要となるであろう。
次に、藤崎教諭は、「作戦通りに動く」ことへの
児童間の理解力の差を指摘しているが、そもそも
「小学校ゲーム」での「作戦」の持つ意義、また教
育的価値とは、どういうことなのかについても触れ
たい。
フラッグフットボールの教育的価値について、日
本フラッグフットボール協会発行の「フラッグフッ
トボールサポートガイド副読本解説版」では、以下
のように記されている
10)
。
「フラッグフットボールは、戦術や作戦なしに
ゲームが成立しないといっても過言ではありませ
ん。実際、フラッグフットボールでは、攻撃のたび
にハドル（作戦会議）を持ちます。ハドルで作戦を
立て、それぞれの役割行動を決定します。その作戦
に従ってゲームを実行し、うまくいったのかどうか
直ちにフィードバックされます。攻撃のたびに
Plan‒Do‒See のサイクルが成り立つのです。」
ここで「攻撃のたびにハドルを持つ」とあるが、
実際の「小学校ゲーム」では、こうした授業展開を
円滑に行うためには、相当数の授業時間を費やしな
がら、攻撃側の児童のポジションを出来るだけ固定
した上で、複数の攻撃機会を通して同じ児童が攻撃
を行う形式でないと、前述した藤崎教諭の指摘通り
「運動量の確保」は非常に困難となることが予想さ
れる。すなわち、回目の攻撃が終わった後に児童
が交代し、新たな攻撃陣（ユニット）がスタート地
点に並んですぐに回目の攻撃を行うためには、予
め各ユニットごとに「誰が何をするのか？」という
作戦を事前準備しておく必要があり、これを同じユ
ニットの児童たちが即座にハドルで「作戦を練り直
し遂行する。」というのは、あくまでも理想であっ
て、限られた授業時間と児童の理解度や個々の技能
差を考えると、こうした教育的価値は得難いと言え
よう。加えて、多くの「小学校ゲーム」が攻守アン
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注3）同メールインタビュー資料より2018年月日。
10）日本フラッグフットボール協会、2014「フラッグフットボールサポートガイド」p2.
バランスな人数構成（基本的に守備人数より攻撃人
数の方が多い）で実施されている場合が大半である
ことを考えると、「小学校ゲーム」を単元の最終到
達目標とした場合、「攻撃を行いやすい」ゲーム経
験のみで「戦術学習や集団的達成の喜び｣
11)
が本当
に得られているのか、については今後検討の余地が
あるように考えられる。
．「陣地進行型」ゲームの基本ルール：
現在、我が国で実施されている「陣地進行型」フ
ラッグフットボールの代表例として、日本フラッグ
フットボール協会が推奨する「NFL フラッグ」が
広く浸透している
12)
。小学校レベルでは、小学校低
学年と小学校男女にそれぞれ異なるルールが制定さ
れているが、そのうちの小学校男女用フィールドを
図に示した。主なルールは以下の通りである13)。
①フィールド上のどの地点でボールデッドになって
も、次のプレーは全てセンターライン上から開始
する。
②オフェンスは、回の攻撃でハーフラインを越え
れば、プレーが終了した地点から、再び回続け
て攻撃することが出来る。オフェンスは、回の
攻撃でハーフラインを越えれば、プレーが終了し
た地点から再び回続けて攻撃することが出来
る。
③オフェンスが、回の攻撃でハーフラインを越え
られなかった場合や、ハーフラインを越えてから
の回の攻撃でタッチダウン出来なかった場合、
攻守が交代する。交代後は、それまで守備側だっ
たチームが攻撃側となり、自陣ゴールライン上の
センターラインからプレー再開となる。
④インターセプトした選手は、相手陣地へボールを
運ぶことが出来る。そのプレーがボールデッドと
なった地点から、次の攻撃を開始する。
．「陣地進行型」ゲームの実際と教育的価値（田
中教諭の例を参考として）：
ここでは特に、「小学校ゲーム」と「陣地進行型」
ゲーム最大の相違点と言える「攻撃の進め方」に焦
点を置き、「陣地進行型」ゲームの持つ「教育的価
値」について、初等部田中教諭の事例を参考にしな
がら考察を加えたい。
「小学校ゲーム」、「陣地進行型」ゲーム共に、攻
撃側の目標は、相手よりも出来るだけ多く得点を挙
げる、ということであるが、「小学校ゲーム」の得
教育学論究 第 10号 2 0 1 8134
11）日本フラッグフットボール協会、2014「フラッグフットボールサポートガイド」p3.
12）日本フラッグフットボール協会 HPより https://www.japanflag.org/tournament/sbowl
13）NFL FLAG大会規則2018年度版 p3. https://www.japanflag.org/nfl/pdf/nflrule_s.pdf
図 NFLフラッグフットボール小学生用フィールド図
（NFL フラッグ競技規則小学生版より https://www.japanflag.org/nfl/pdf/nflrule_s.pdf)
点の構成が「各攻撃で得られた得点の総和で成立し
ている」のに対して、「陣地進行型」ゲームの場合
は、「与えられた攻撃権を維持し最終的に得点に結
びつける」、すなわち、ボールを少しでも敵陣に進
めることを繰り返しながら得点（タッチダウン）を
奪えるか否か、となっている。この観点に立てば、
「陣地進行型」ゲームの場合は、各攻撃（ダウン）
に一貫した攻め方（戦術）が不可欠となり、「小学
校ゲーム」のように、どのような攻め方であっても、
回の攻撃で必ず得点が得られるという確約がなく
なるため、児童の興味が半減するリスクは否めな
い。従って、この観点だけ見れば、より時間と労力
を費やす「陣地進行型」ゲームが敬遠される可能性
は十分に考えられる。
こうした「攻め方」の指導方法の打開策として、
初等部田中教諭の授業例を紹介したい。田中教諭
は、年生（男児14人女児16人）の学期12回の授
業のうち、時間目以後にまず「試しのゲーム」と
いう形式で「陣地進行型」ゲームを児童に紹介して
いる
注4)
。
その骨子は、攻撃のスタートを「小学校ゲーム」
のように固定したものではなく、攻撃の終了地点を
次のスタート地点とする方法で進めるよう指導し
（時間目以後）、また守備側にもブリッツ（Blitz）
を認め、積極的にフラッグを取りに行くことによ
り、結果として連続した攻撃を創意工夫する機会を
児童にあえて作らせ、漸次「攻防の駆け引き（行き
当たりばったりではない児童が意図する攻撃、また
は守備のやり取り）」の必要性を自発的に考える機
会を増やして行く。という形で進められている。そ
の一例として、10時間目「作戦作り・チーム練習」
授業骨子を以下に示した
注5)
。
10時間目「作戦作り・チーム練習」
（授業の流れ）
・教室に集合。作戦の書き方のプリントと作戦シー
トの配布。
・ブリッツに対しての有利なプレー、不利なプレー
をつを比較し考える。それを基にチームの作戦
を考える。またチーム内で全く同じプレーになら
ないように注意する。
・グラウンドに移動し、自分たちの考えたプレーを
練習する。またディフェンスを入れて練習してみ
る（キャッチボールなどはせず、作戦の動きを具
体的にやる練習のみを行う）。
こうした授業の結果として、田中教諭は「自分た
ちが考えた作戦を相手守備のことを特に考えず、作
戦通りプレーをする」段階からは、次のステージに
進むことが出来たと述べており、次段階として「組
織的に動き、相手を意図して操作すること」と「一
つのプレーの完成度を高めていって、複数の選択肢
を持ったオプションプレーをすること」を今後の授
業テーマと捉えている
注6)
。
このように、田中教諭の「陣地進行型」ゲームへ
の取り組みは、まず守備側の動きをマンツーマン、
ゾーン、プレス（ブリッツ）と漸次高めながら、そ
れに対応する攻撃方法を児童自らに立案遂行させ、
徐々に「より効果的な攻撃方法」を考案実践させて
行くという方法で進められている。また、その指導
コンセプトには、攻撃側の「組織的動き」と「複数
の選択肢を持ったオプションプレー」の習得があ
り、単に「小学校ゲーム」では味わえない、連続し
た攻撃権（ダウン）維持の集約として、最終的に得
点を競い合う「陣地進行型」ゲームを児童に体験せ
たいという、教諭の指導の意図が含まれている。一
方、NFL Flag を代表とする「陣地進行型」ゲーム
の公式戦では、攻撃のハドルに控え選手を使っての
「プレーブックの受け渡し」を許可している
14)
。つ
まりこれは、体育授業以上に高度なレベルであるフ
ラッグフットボール公式戦においては、全ての作戦
を記憶し遂行する方法ではなく、「作戦ブック」を
その都度参考にする方が、より攻撃効率が高まる、
ということの表れであろう。従って田中教諭の指導
方法は、あくまでも児童の自発的な発想を尊重して
いる、という点で一見遠回りのようであるが、子ど
もたち個々への細かな配慮と、教育的価値の高い指
導法、と言えよう。
［］今後の課題（まとめに代えて）：
本小論では、始めから攻守の人数をアンバランス
にし、回ごとの攻撃でボールを進んだエリアの得
小学校体育におけるフラッグフットボール授業指導 135
注4）田中宏樹、「役割分担をして全員の力を伸ばす！『フラッグフットボール』」、2018年度体育同志会全国大会フラッ
グフットボール分科会資料 p. 7.
注5）同資料、p. 26.
注6）同資料、p. 45.
14）NFL FLAG大会規則2018年度版 P3. https://www.japanflag.org/nfl/pdf/nflrule_s.pdf
点の総和で競う「小学校ゲーム」に止まらず、意図
した攻撃を連続して行いながら攻撃権を維持し、最
終的に得点ゾーンにボールを運ぶことにより競う
「陣地進行型」ゲームについて、本学初等部田中教
諭の実践例を参考として、論を進めた。今回取り上
げた内容については、まず教諭自身がアメリカン
フットボール競技経験者であり、長くフラッグフッ
トボールやタッチフットボールに関わって来た豊富
な経験を持ち、また年間の単元計画も柔軟に対応出
来る私立小学校での授業と、いわばフラッグフット
ボール指導に申し分のない人材と学習環境が合致し
た、極めて特異な事例であることは否めない。
ここでは、今後小学校体育の一単元として「陣地
進行型」ゲームを導入するにあたっての「集団的達
成感」という観点からまとめてみたい。
本小論で述べた通り、「小学校ゲーム」止まりで
は、それぞれの攻撃に「一貫した攻撃の意図（戦術、
作戦）」を持つことは理論上不可能であるものと考
えられる。何故なら、例えば攻撃人守備人の
「対小学校ゲーム」を例に考えた場合、最も簡
単なボールを出来るだけ前方（高得点ゾーン）に進
める攻撃方法は、身体能力の高いボールキャリアー
（QB）が自らボールをキープする、いわゆる「QB
キープ」という方法であり、攻撃のプレーが行き
詰った時は、この「QBキープ」が頻繁に見られる
であろうことが容易に想像出来るからである。一
方、日本フラッグフットボール協会副読本には、「小
学校ゲーム」でも「能力の低い者や女の子もみんな
が等しくゲームに参加することができる」ので、「本
当の意味で集団的達成の喜び」を味わうことができ
ると記されている
15)
。しかし、目的は回の攻撃で
出来るだけ前方にボールを進めることだけに集約さ
れており、特定のプレイヤ （ー攻撃側の女子児童等）
の得点を通常の倍にする等、ルールに工夫をしな
い限り、得点差次第では片方のチームの攻撃の選択
肢が限られたり、また攻撃自体を実施せずに勝敗が
決してしまう可能性もあり、「本当の意味での集団
的達成の喜び」を味わい得ることは容易ではないの
ではないだろうか。
一方で「陣地進行型」ゲームの場合は、回の攻
撃だけでは得点は加算されないものの、攻撃権を維
持し続けるために、ボールを少しでも前方へ進める
こと自体が重要となり、結果として回の攻撃も無
駄に出来ない。つまりそれは、攻撃に参加する一人
一人が役割分担を明確にして、能力の有無や男女差
関係なしに、全員が協力してボールを進めて行くこ
とが前提となっており、自ずと「集団的達成の喜び」
を実体験しやすい。そういう観点からも、単に「小
学校ゲーム」止まりではなく、複数年をかけてでも
「陣地進行型」ゲームを単元計画に盛り込む意義は
あるものと考えられる。
今後は、フラッグフットボールを通して、児童に
より明確に「役割分担」の重要性と、真の「集団的
達成の喜び」を実体験させうる授業指導の具体的方
法につき、基礎的知見を深めていきたい。
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